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Ⅰ　事業実施の趣旨・目的と概要

１　趣旨・目的

　平成22年は「国際生物多様性年」であり、10月には
名古屋でCOP10が開催され、各種の国際的な枠組み
を策定された。
　このような状況で、㈶ひょうご環境創造協会では、
昨年度に「生物多様性の危機！地球温暖化が与える
影響」をテーマとして実施した「環境NGO・NPO　
Hyogo対話」において、会場での情報交換と討議をも
とに作成した「提言」を具現化し、生物多様性保全に
向けた継続的な取組みにむけて、環境NGO・NPO、
市民等との連携・ネットワークの強化を重点目的とし
て実施することとした。

２　概要

⑴　環境NGO・NPO、市民等との生物多様性連携講
　　座の開催
　　～COP10での提言活動に向けて～
　環境NGO・NPO、市民等を対象に、昨年度の提言
の具現化を考え、生物多様性の課題や今後の活動の取
り組みの強化、政策立案能力の向上、NGO・NPO、
市民等との連携、ネットワークの強化を目的に、連携
講座を開催した。
（第１回）兵庫県の生物多様性の変遷と生物多様性保
　　　　　全の取り組みについて考える
　～2010年版新たなレッドデータブックからみるひょ
　　うごの生物多様性～
　①　日　時　　７月27日（火）　13：30～16：30
　②　場　所　　県公館
　③　共　催　　兵庫県
　④　内　容
　　　講演
　　　「兵庫県の生物多様性」

兵庫県立大学　服部　保
　　　活動事例発表
　　　　・「姫路城のタンポポの現状調査」

姫路市立姫路高等学校
　　　　・「絶滅危惧種エドヒガンの保全」

渓のサクラを守る会
　　　　・「ため池の植物を中心とした生き物調査」

播磨ウエットランドリサーチ

　　　・「公共事業におけるレッドデータブックの　
　　　　活用方策」

㈱ウエスコ
　　　・「いきものみっけ事業」

㈶ひょうご環境創造協会
　　　パネルディスカッション＆意見交換会
　⑤　参加者　　250名

（第２回）提言の具現化に向けて
　　　　　（COP10準備ワーク①）
　①　日　時　　８月３日（火）　13：30～17：00
　②　場　所　　神戸国際会館４F　402号会議室
　③　内　容　　
　　　講義（鷲谷いづみ氏・道家哲平氏・兵庫県）
　　　　　生物多様性を守る必要性や世界的な動き、
　　　　　日本の動き等
　　　　　ワークショップ（市民宣言づくりに向けた
　　　　　キーワード抽出）
　　　　　共有・まとめ
　④　参加者　NGO・NPO、市民等　70名

（第３回）提言の具現化に向けて
　　　　　（COP10準備ワーク②）
　①　日　時　　８月24日（火）　13：30～17：00
　②　場　所　　神戸国際会館　９F　７・８号会議
　　　　　　　　室
　③　内　容
　　　コーディネーター：鷲谷いづみ氏、道家哲平氏
　　　NGO・NPOの立場からCOP10に向けた国際的
　　　な流れ、日本国内の動き等
　　　ワークショップ（市民宣言づくり）と共有
　　　まとめ
　④　参加者　NGO・NPO、市民等　67名

（第４回）生物多様性保全に向けた継続的取組みに向
　　　　　けて（COP10報告会）
※「生物多様性リレーシンポジウムKOBE -
HYOGO」の第３部として開催

　①　日　時　　11月12日（金）9：30～16：30
　②　場　所　　灘区民ホール
　③　内　容
　　　第１部　　特別講演　「水族園と生物多様性」

亀崎　直樹（神戸市立須磨海浜水族園　園長）
　　　第２部　パネルディスカッション
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　　　　　　　　「生物多様性保全に向けた市民団　
　　　　　　　　　体、NPO、企業、教育機関、行
　　　　　　　　　政の取組みについて」
　　　第３部　生物多様性を考えるNGO・NPO，市
　　　　　　　民のHyogo対話「COP10報告会」
　　　　　　　基調報告
　　　　　　　　「COP10の成果と今後の方向」
　　　　　　　パネルディスカッション
　　　　　　　　「ひょうごの生物多様性保全の継続
　　　　　　　　　的取組みに向けて」
　④　参加者　270名

（第５回）生物多様性Hyogo市民宣言を広げよう
　①　日　時　平成23年２月16日（水）
　　　　　　　15：00～17：30
　②　場　所　神戸市勤労会館　多目的ホール
　③　内　容
　　　事業実施報告、協会等来年度事業紹介
　　　ディスカッション（グループ討議）と共有

【テーマ：市民宣言の実現に向けての啓発方
法、生物多様性保全に向けたNGO・NPO、
市民の実践・連携について】

　④　参加者　41名

⑵　生物多様性国際シンポジウムの開催
　　いのちが共生する兵庫を私たちの手で未来へ

～生物多様性を考えるNGO・NPO、市民の
Hyogo対話～

共　催：兵庫県、APNセンター、兵庫県立人と自
然の博物館、財団法人国際エメックスセン
ター

　①　日　時：平成22年９月９日（木）
　　　　　　　11：00～16：50
　②　場　所：兵庫県公館　大会議室
　　　　　　　（神戸市中央区下山手通４-４-１）
　③　内　容：
　　　第１部　基調講演
　　　　テーマ「生物多様性の重要性について」

鷲谷いづみ（東京大学大学院教授）
　　　　＊ポスターセッション　
　　　第２部　セッション１
　　　　　内容「生態系の保全とサービス」
　　　　　コーディネーター：大園　享司（京都大学
　　　　　　生態学研究センター准教授）

　　　　　講師：椿　宜高（京都大学生態学研究セン
　　　　　　　　　ター長）

「生態系から得る恩恵やサービス
について」

　　　　　　　　谷内　茂雄（西太平洋・アジア地域
　　　　　　　　　の生物多様性ネットワーク事務局
　　　　　　　　　員）

「地域社会の活性化画環境保全と
結びつくには」

　　　　　　　　ジェームス・ピータース（大メコン
　　　　　　　　　流域環境活動センターチーフアド
　　　　　　　　　バイザー）

「自然保護と持続可能な地域社会
の営みへの双方有利な解決策に
ついて

　～ヴェトナムの取組から～」
　　　　　　　　中尾　文子（国際連合大学高等研究
　　　　　　　　　所研究員）

「里山イニシアティブについて」
　　　第３部セッション２
　　　　内容「生物多様性とNGO・NPO、市民の関
　　　　　わり」
　　　　コーディネーター．戸田耿介（NPO法人こ
　　　　　ども環境活動支援協会監事）
　　　　講師：道家　哲平（日本自然保護協会、生物
　　　　　多様性条約市民ネットワーク）

「COP10に向けた市民活動とその役
割」

　　　　　　小倉　滋（三木自然愛好研究会）
　　　　　　「地域での環境教育と生物多様性」
　　　　　　安井　幸男（兵庫・水辺ネットワーク）

「他団体との協働による生物多様性保
全」

　　　　　　アナック・パッタナヴィボーン
（野生生物保全論研究会タイ支部タイ・
カントリープログラム・ダイレク
ター）

　　　　　　「サイチョウの里親制度」
　　　第４部　総合セッション
　　　　　　　パネルディスカッション
　　　　コーディネーター　鷲谷いづみ（東京大学大
　　　　　学院教授）
　④　参加者　　350名
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⑶　COP10での提言活動
　連携講座に参加したメンバーや兵庫県、アジア太平
洋地球変動研究センター（APNセンター）、兵庫県
立人と自然の博物館関連NGO・NPO等と連携して、
COP10の会場で提言活動を実施した。
　①　開催期間　　10月18日～29日
　②　場　　所　　名古屋市（COP10会場等）
　③　共　　催　　兵庫県、㈶ひょうご環境創造協
　　　　会、アジア太平洋地球変動研究センター
　　　　（APNセンター）、兵庫県立人と自然の博物
　　　　館
　④　内　　容　　展示ブース、サイドイベント等で
　　　　のアピール
　②　ブース来訪者　　約１万人
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３　COP10にかかる㈶ひょうご環境創造協会の取組み




